
添 付 資 料 

添付１ 調査団日程表 

添付２ 評価グリッド 

添付３ ミニッツ／合同評価報告書（スペイン語） 

添付４ 畜産技術者向け研修用テキスト一覧 

添付５ 供与機材一覧 

添付６ 専門家、C/P 配置状況 

添付７ プロジェクト投入予算 





 63

添付１ 調査団日程表 

日

程 
日付 場所 時刻 訪問先 業務内容 

東京 17：10 〜 13：50 日本出発   CO‐006 便  成田／ヒュ

ーストン 1 11/
14 水 

マナグア 17：30 〜 20：50
調査団第 1 陣マナグア

到着 馬場光太郎氏到着 
CO‐1774 便 ヒュースト

ン／マナグア 

09：00 〜 11：00
JICA ニカラグア駐在員

事務所 
  表敬、打合せ 

13：00 〜 15：00 PROGANIC 事務所 
家畜繁殖センター

（CSGP) 専門家と打合せ 2 15 木 マナグア 

 〜 19：28
調査団第 2 陣マナグア

到着 
デビッド・カーネギ

ー氏到着 CM-711 便 パナマより 

午前 PROGANIC 事務所 
家畜繁殖センター

（CSGP) 
C/P へのインタビュー、

質問表の回収及び整理 3 16 金 マナグア 
午後 

プロジェクト 4 実施機

関 
MAG-FOR, UNA, 
IDR, CONAGAN 

評価方法の説明 （暫定

スケジュール） 

4 17 土 マナグア 終日 
サント・トマス、サン・ペドロ・デ・ロバゴ訪問調査 
（大農場、直接かかわりのない小規模農家、パイロット農家、モニター農

家） 

5 18 日 マナグア 終日 資料整理（評価分析担当） 

午前     現地調査（評価分析担当）

13：30 〜 17：00 評価委員会 
JICA ニカラグア駐

在員事務所会議室 
評価説明 
（評価分析担当） 6 19 月 マナグア 

 〜 20：50
調査団第 3 陣マナグア

到着 調査団本隊 
CO‐1774 便 にてマナグ

ア到着 

08：40 〜 09：45
JICA ニカラグア駐在員

事務所 
  表敬、打合せ 

10：00 〜 10：50 日本大使館  表敬 

11：00 〜 12：00 外務省 表敬 
7 20 火 マナグア 

午後 PROGANIC 事務所 専門家と打合せ 

07：30 〜 09：00 農牧林業省（MAG-FOR)
MAG-FOR 大臣会

議室 表敬 

09：30 〜 10：40 国立農科大学（UNA） 動物科学学部 視察、インタビュー 

11：00 〜 12：00 国立農科大学（UNA） 学長室 表敬 

15：00 〜 16：00 運営委員会 
JICA ニカラグア駐

在員事務所会議室 
評価の説明、日程の確認

（評価委員も同席） 

8 21 水 マナグア 

16：00 〜 17：00 評価委員会 
JICA ニカラグア駐

在員事務所会議室 打合せ 

マナグア 06：00 〜   マナグア発   

08：30 〜 09：00 サント･トマス市役所 表敬、インタビュー 

10：00 〜 11：30 オロペンドラ 
農民勉強会視察、インタ

ビュー 
サント・

トマス 

12：00 〜 12：30 サント･トマス 昼食 

13：00 〜 13：30 マナンティアル酪農組合 集乳所視察 

14：00 〜 14：45 ブエナ･ビスタ農場 
モニター農家視察、イン

タビュー 

15：15 〜 16：15 サンタ・リタ農場 
パイロット農家視察、イ

ンタビュー 

サン・ペ

ドロ・

デ・ロバ

ゴ 

16：45 〜 17：30 サン・ペドロ・デ・ロバゴ市役所 表敬、インタビュー 

9 22 木 

サント・ 
トマス 18：30 〜 20：30 サント･トマス 

市役所、組合関係者と夕

食会 



 64

06：00 〜   ホテル発   

06：30 〜 07：00 アンパロ農場 
モニター農家視察、イン

タビュー 
サント・

トマス 

07：30 〜 08：30 サン・ホセ農場 
パイロット農家視察、イ

ンタビュー 
フイガル

パ 09：15 〜 10：00 農牧林業省（MAG-FOR)現地事務所 表敬、視察 

11：00 〜 12：30 マシグイット＋サン･フランシスコ酪農組合 
組合関係者と会合（昼食

時利用） 

12：30 〜 13：00 マシグイット酪農組合 集乳所視察 カモアパ 

14：00 〜 15：00 エル・ヒカロ農場 
モニター農家視察、イン

タビュー 

10 23 金 

マナグア  〜 18：00 マナグア着   

11 24 土 マナグア 終日   資料整理、団内打合せ 

12 25 日 マナグア 終日   資料整理、団内打合せ 

13 26 月 マナグア 終日 運営委員会 MAG-FOR  Salón 
de Productor 

評価報告書案作成、

PDM・PO 見直し 

14 27 火 マナグア 終日 合同調整委員会 
MAG-FOR  Salón 
de Productor 
 

MM 案協議、調査結果報

告、合同調査報告書案作

成 

15 28 水 マナグア 終日   団内打ち合わせ、資料整

理 

10：00 〜 12：00 ミニッツ署名式 MAG-FOR  Salón 
de Productor 

合同評価報告書説明、ミ

ニッツ署名 

12：00 〜 13：00 調査団主催昼食会 MAG-FOR  Salón 
de Productor   

15：00 〜 16：00 JICA ニカラグア事務所   最終報告 

16 29 木 マナグア 

16：30 〜 17：30
在ニカラグア日本大使

館 
  最終報告 

17 30 金 マナグア 07：45 〜 11：09
マナグア発、ヒュース

トン着 
  CO‐1775 便  

18 12/
1 土 

ヒュース

トン 
10：45 〜   ヒューストン発   CO‐007 便   

19 2 日 東京  〜 15：45 成田着     
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添付４ 畜産技術者向け研修用テキスト一覧 

 
１）牛の家畜衛生マニュアル（富永専門家、Alvaro Soto 獣医師作成） 

研究者、獣医師だけではなく、普及員、畜産技術者ともに使えるように作成された。ニ

カラグアで問題となっているウイルス、細菌、原虫、内部、外部寄生虫病に関しての各セ

クションで構成され、原因、症状、診断、予防の詳細とともにわかりやすく、良くまとめ

られている。治療薬の使用方法等も明確に示されている。29 ページで構成。 
 
２）BCS マニュアル 

酪農スケールの BCS（1-5）の説明、各 Physiological Stage（初期中期後期泌乳、乾乳）ご

との脂肪組織の動員と BCS の変動の関係も良く図式化されている。酪農経営管理のツール

の一つとして使えるように、BCS の取り方もわかりやすく図を交え説明している。13 スラ

イド（パワーポイントファイル）で構成される。 
 
３）牛乳衛生改善マニュアル 

搾乳衛生について説明している。乳房炎の CMT 変法の手順と検査結果の見方や乳房炎予

防と牛乳衛生改善のための搾乳方法を説明している。26 スライドで構成される。 
 
４）レプトスピラ、狂犬病、結核病マニュアル（Dr.Alejandro Blandon、Dr.Juan Ramon Torrez
作成） 
レプトスピラ病、狂犬病、結核病の症状、感染経路、予防の意義が現場技術者と普及員

レベルにわかりやすく説明されている。うまくまとめられており、現場研修で使用するに

は適切である。 
 
５）繁殖機能診断技術教材と報告書（Alvaro Gomez 作成） 
屠場で得られた子宮を用いて妊娠鑑定等直腸検査トレーニングを行い、その後、実際の

牛の直腸検査実技を行ったことが述べられている。繁殖カレンダーの使用説明も詳しく記

述されている。このコースに参加した多くの参加者からはとても高い評価を得ている。 
 
６）プロジェクトの普及システム 
プロジェクトの普及システムを分野別（飼養管理、衛生、繁殖、営農）、関係組織別にわ

かりやすく説明し、農民をグループ別に分け普及を行うように述べている。現場技術者、

普及員向けに作られている。 
 
７）技術者用飼養管理マニュアル 
体重、年齢等の記録をつけ個体識別すること、分娩、搾乳に関することから、搾乳、乾

季の家畜の飼養管理まで適切に述べられている（サトウキビ、豆殻、タイワングラスの使

用等）。現場技術者研修向けのテキストとして必要なことが記述されている。 
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８）モニタリングマニュアル 
モニタリングの必要性についての記載、手順等をまとめてある。繁殖（妊娠鑑定、分娩

間隔、分娩後の空胎期間）、生産性（乳量、体重増加率）、衛生（血液、糞便の検査）の分

野ごとにまとめてある。データの収集、記録の取り方（年齢、性別、牛のカテゴリーごと）

とまとめ方も丁寧に説明している。 
 
９）モニタリング結果をまとめた公開用の資料 
実際のモニターの方法などが写真と図で説明されている。モニターの結果もグラフで図

式化され、乳量の変化、体重増体量の変化、繁殖成績などがうまくまとめられている。 
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添付５ 供与機材一覧 

供与機材リスト           

年

度 
N
o. 機材名 メーカー 型式 

数

量

金額 
 (米ドル) 受取日 設置場所

利

用

頻

度

管

理

状

況 

供与日 供与先 

1 
テレビ、ビデ

オ/DVD Toshiba 

35AF44S/
D-V3925

U 1 370.50 2005/10/21
MAGFO
R-CSGP A A 2006/7/26 MAGFOR

2 コピー機 Xerox WCM123 1 5,020,00 2005/11/18
MAGFO
R-CSGP A A 2006/7/26 MAGFOR

3 
シュレッダ

ー 
Powershre

d PS80-2 2 460.00 2005/11/21
MAGFO
R-CSGP A A 2006/7/26 MAGFOR

4 牛衡計 Tru-Test 
Eziweigh 

2 2 4,127.20 2005/12/13
CSGP/UN

A Ｃ A 2006/7/26 
MAGFOR/

UNA 

5 
ストロープ

リンター Agtech TLS-2200 1 2,207.00 2005/12/18
MAGFO
R-CSGP B A 2006/7/26 MAGFOR

6 
デスクトッ

プパソコン Premio 
Minio 
S661E 3 5,010.00 2006/1/5 

MAGFO
R-CSGP A A 2006/7/26 MAGFOR

7 
ノートパソ

コン HP NX6120 2 3,950.00 2006/1/5 
CSGP/UN

A A A 2006/7/26 
MAGFOR/

UNA 

8 
液晶プロジ

ェクター Epson Powerlite 2 2,120.00 2006/1/5 
CSGP/UN

A A A 2006/7/26 
MAGFOR/

UNA 

9 
デジタルカ

メラ Sony 
DSC-P20

0 1 660.00 2006/1/5 
MAGFO
R-CSGP A A 2006/7/26 MAGFOR

1
0 自動二輪車 Honda CTX200 5 14,750.00 2006/3/23 

CSGP/St. 
Tomas A A     

1
1 輸送車輌 Toyota Hi Lux 1 31,404.58 2006/5/2 

MAGFO
R-CSGP A A 2006/7/26 MAGFOR

1
2 輸送車輌 Toyota Hi Lux 1 30,100.00 2006/5/15 

UNA-FA
CA A A 2006/7/26 UNA 

1
3 移送車輌 Toyota 

Landcruis
er 1 45,000.00 2006/5/31 

MAGFO
R-CSGP A A     

平

成
17
年

度 

1
4 ミニバス Toyota Hiace 1 21,490.00 2006/5/31 

MAGFO
R-CSGP A A     

1
5 

プログラム

フリーザー FHK ET-1N 1 13,306.81 2006/11/28
UNA-FA

CA B A 2007/3/27 UNA 

1
6 自動二輪車 Suzuki 

DKR200S
EK8 4 12,528.00 2007/3/27 UNA  A A 2007/3/27 UNA 

平

成 
18
年

度 1
7 牛衡計 Gallagher 

Smart 
Scale 200 5 8,400.00 2007/3/29 UNA B A 2007/3/29 UNA 
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携行機材リスト           

年

度 
N
o. 機材名 メーカー 型式 

数

量

金額 
 (米ドル) 受取日 設置場所

利

用

頻

度

管

理

状

況 

使用専門

家 備考 

1 
ビデオカメ

ラ Sony 

 
DCR-PC1

000 1 3,783.75 2005/6/13 
MAGFO
R-CSGP Ｃ A 中村   

2 実態顕微鏡 NIKON 
C-DSS11

5 1 5,896.28 2006/1/24 
UNA-FA

CA － － 斉藤 
2007年 1月

盗難 

平

成 
17
年

度 

3 分光光度計 
Diagnosti

co 500 1 3,000.00 2006/2/17 
MAGFO
R-CSGP C A 冨永   

4 
電気刺激採

精器 
Standar Precision 

Electronics 2 5,300.00 2006/6/27 
MAGFO
R-CSGP B A 冨永   

平

成 
18
年

度 5 実態顕微鏡 Nikon 
SMZ6

45 1 3,995.00 2006/12/18
UNA-FA

CA A A 斉藤   
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添付６ 専門家、C/P 配置状況 
長期専門家   
No 氏 名 指 導 科 目 派 遣 期 間 

1 冨永 秀雄 衛生管理 2005 年 5 月 11 日 -   

2 中村 二朗 業務調整 2005 年 5 月 11 日 -   

3 印牧 美佐生 チーフアドバイザー / 営農改善 2005 年 6 月 13 日 - 2007 年 6月 12日

4 坂口 功 飼養管理 / 普及 2005 年 7 月 8 日 -   

5 斉藤 聡 繁殖技術 2005 年 7 月 21 日 -   

6 塩谷 康生 チーフアドバイザー / 営農改善 2007 年 6 月 21 日 -   

短期専門家     

No 氏 名 指 導 科 目 派 遣 期 間 

1 ホセ・ナサリオ・

ヴィデス 
キャンピロバクター病診断及び

雄牛生殖機能診断 
2006 年 2 月 1 日 - 2006 年 3月 30日

2 櫃田 木世子 農村社会調査 2006 年 5 月 14 日 - 2006 年 6月 20日

3 ホルヘ･オルト

ラ・コムテ 雌牛繁殖機能診断 2006 年 8 月 26 日 - 2006 年 9月 24日

4 小室 秀雄 営農改善 2007 年 1 月 29 日 - 2007 年 3月 23日
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C/P 配置実績一覧 ★★:プロジェクト合同調整委員 ★:プロジェクト運営委員 ( 2005 年 5 月 11 日～2007 年 9 月 11 日) 

機 関 名 役 職 担当専門家 氏 名 プロジェクト在任期間 

PROGA
NIC 

農牧林

業省側 
 実行委員長 印牧／塩谷 ハイメ・ラルガエスパダ 2005 年 5 月 20 日 - 2007 年 8 月 31 日 

  （MAG
-FOR） 

★   塩谷 アサリアス・ロッチャ 2007 年 9 月 10 日 -   

     
凍結精液生

産 
冨永 ハイメ・ラルガエスパダ 2005 年 5 月 20 日 - 2007 年 8 月 31 日 

     
人工授精／

研修 冨永 ウンベルト・グティエレス 2005 年 5 月 20 日 - 2007 年 6 月 30 日 

     草地・飼料 坂口 ディオニシオ・ソト 2005 年 5 月 20 日 - 2005 年 8 月 31 日 

         アサリアス・ロッチャ 2005 年 9 月 1 日 -   

     家畜衛生 冨永 
エドゥアルド・ブスタマン

テ 
2005 年 5 月 20 日 - 2005 年 10 月 2 日 

         アルバロ・ソト 2005 年 10 月 3 日 -   

  
国立農

家大学

側 
 営農 印牧 ブライアン・メンディエタ 2005 年 5 月 20 日 - 2005 年 6 月 25 日 

  （UNA
） 

     マルロン・エルナンデス 2005 年 7 月 16 日 - 2006 年 9 月 30 日 

       印牧／塩谷 ロベルト・アルタミラーノ 2006 年 10 月 1 日 -   

    ★ 繁殖 斉藤 オティリオ・ゴンサレス 2005 年 5 月 20 日 -   

     受精卵移植 斉藤 フリオ・ロペス 2005 年 5 月 20 日 -   

     飼養管理 坂口 マルロン・エルナンデス 2005 年 5 月 20 日 - 2005 年 6 月 25 日 

         ルイス・トリビオ 2005 年 6 月 26 日 -   

農牧林

業省 
中央官

庁 
 大臣   ホセ・アウグスト・ナバロ 2005 年 5 月 11 日 - 2005 年 9 月 26 日 

MAG-F
OR        マリオ・サルボ 2005 年 9 月 27 日 - 2007 年 1 月 9 日 

    ★★     アリエル・ブカルド・ロッ

チャ 2007 年 1 月 10 日 -   

     副大臣   マリオ・サルボ 2005 年 5 月 11 日 - 2005 年 9 月 26 日 

         ルイス・オソリオ 2005 年 9 月 27 日 - 2005 年 12 月 31 日

         ホセ・アントニオ・リベラ 2006 年 1 月 6 日 - 2007 年 1 月 9 日 

    ★     ベンジャミン・ディクソン 2007 年 1 月 10 日 -   

     官房   ルイス・オソリオ 2005 年 5 月 11 日 - 2006 年 9 月 26 日 

         ホセ・アントニオ・リベラ 2005 年 9 月 27 日 - 2006 年 1 月 6 日 

         ロヘリオ・クアドラ 2006 年 2 月 22 日 - 2007 年 1 月 9 日 

         エスメラルダ・ロペス 2007 年 1 月 10 日 -   

  
動植物

防疫総

局 
 局長   デニス・サルガド 2005 年 5 月 11 日 - 2007 年 2 月 28 日 

  （DGPS
A） ★     ギジュルモ・イバラ 2007 年 3 月 1 日 -   
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家畜衛生部

長 
  オマール・ガルシア 2005 年 5 月 11 日 - 2005 年 10 月 20 日

         ロベルト・ダングラス 2005年 10月24
日 

-   

     衛生サーベイランス責任者 マリオ・ゴンサレス 2005 年 5 月 11 日 -   

     財務部長   セサール・チャモロ 2005 年 5 月 11 日 -   

国立農

科大学 
本校 ★★ 総長   テレマコ・タラベラ 2005 年 5 月 11 日 -   

UNA    副総長   アルベルト・セディレス 2005 年 5 月 11 日 - 2006 年 10 月 26 日

         ビクトル・アギラル 2006 年 10 月 27
日 

-   

     渉外担当   サンドラ・ロボ 2005 年 5 月 11 日 -   

     財務部長   シルバナ・ピコン 2005 年 5 月 11 日 - 2007 年 2 月 28 日 

         マリア・クリスティーナ・

レジェス 2007 年 3 月 1 日 -   

  動物科

学学部 
 学部長   エルメル・ギエン 2005 年 5 月 11 日 -   

     獣医学科長   オティリオ・ゴンサレス 2005 年 5 月 11 日 - 2005 年 6 月 2 日 

         ミレジャ・ランピン 2006 年 1 月 2 日 -   

  農村開

発学部 
 学部長   エルジン・ビバス 2006 年 10 月 1 日 -   

農村開

発庁 
  ★★ 審議会会長   アルバロ・フィアジョ 2007 年 1 月 10 日 -   

IDR   長官   ホセ・ラモン・コントロフ

スキー 2005 年 5 月 11 日 - 2007 年 1 月 9 日 

        マリア・アウキシリアド－

ラ 
2007 年 1 月 10 日 - 2007 年 5 月 23 日 

        カルラ・ロドリゲス 2007 年 5 月 31 日 - 2007 年 8 月 20 日 

        フアナ・マリア・ブスィン

グ 
2007 年 8 月 21 日 -   

    家畜顧問   ビセンテ・キニョネス 2005 年 5 月 11 日 - 2005 年 6 月 1 日 

        アルバロ・イカサ 2005 年 6 月 11 日 - 2007 年 1 月 26 日 

   ★ 運営部長   ヘルマン・フローレス 2007 年 7 月 5 日 -   

    乳牛プログラム代表 フアン・ラモン・アラゴン 2007 年 1 月 23 日 - 2007 年 7 月 7 日 

    牛畜産プログラム代表 ヘルマン・フローレス 2007 年 1 月 23 日 - 2007 年 7 月 5 日 

    牛畜産・乳牛プログラム代表 フランシスコ・ルナ 2007 年 7 月 6 日 -   

国家牧

畜委員

会 
   会長   ダニエル・ニュニェス 2005 年 5 月 11 日 - 2006 年 2 月 22 日 

CONA
GAN   ★★     ハイメ・ロボ 2006 年 2 月 22 日 -   

    ★ 支配人   ロナルド・ブランドン 2005 年 5 月 11 日 -   
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添付７ プロジェクト投入予算 
 

日本国側ローカルコスト予算執行実績     

機 関 執行期間 総 額 

（コルドバ）

総 額 

（日本円）

総 額  
（米ドル） 備 考 

2005 年 5 月～2006 年 3 月 17,709,703 115,366,000 1,011,983   

2006 年 4 月～2007 年 3 月 16,798,662 108,258,000 933,259   
国際協力機

構 
（JICA） 2007 年 4 月～2007 年 9 月 706,692 4,689,000 38,200   

総    額 35,215,057 228,313,000 1,983,442   

      

ニカラグア国側投入予算執行実績     

機 関   総 額 

（コルドバ）

総 額 

（日本円）

総 額  
（米ドル） 備 考 

2005 年 5 月～2005 年 12 月 3,281,580 21,377,166 187,519   

2006 年 1 月～2006 年 12 月 808,875 5,269,308 46,222   
農牧林業省 

（MAG-FOR） 
2007 年 1 月～2007 年 8 月 666,000 4,338,612 38,058   

2005 年 5 月～2005 年 12 月 1,693,802 11,033,946 96,789   国立農科大学 
（UNA） 2006 年 1 月～2006 年 12 月         

農村開発庁 
（IDR） 2005 年 5 月～2005 年 12 月 4,504,575 29,344,170 257,405 

２KR 予算 
（液体窒素

機等） 
2005 年 5 月～2005 年 12 月 939,750 6,121,800 53,700   国家牧畜委員

会 
（CONAGAN

） 
2006 年 1 月～2006 年 12 月 167,400 1,104,750 9,000   

総    額 12,061,982 78,589,752 688,693   
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